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校
訓
：「
自
治
・協
同
・敬
愛
」

晴
れ
空
に
秋
の
装
い
を
気
づ
か
せ
る
雲
が

浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
南
中
生
は
、

授
業
、
行
事
に
主
体
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

九
月
号
で
は
「
新
時
代
教
育
に
期
待
す
る

成
果
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

十
月
号
で
は
、
「
改
革
を
進
め
る
南
中
Ｐ
Ｔ

Ａ
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
会
員
は
、
現
在
、
五
百
五
十

九
人
で
、
組
織
は
、
本
部
役
員
、
校
外
指
導

部
、
文
化
環
境
部
、
広
報
部
、
学
年
部
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
実
質
、
教
員
が
運
営
し
、
主
体

性
が
な
く
、
ま
た
、
役
員
や
部
員
の
選
出
も

順
番
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
る
な
ど
、
会
員

に
強
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
昨
年
度
か

ら
会
員
目
線
で
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
部
役
員
と
三
年
学
年
役
員
の
公

募
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
誌
の
改
善
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作

業
の
廃
止
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
制
服
リ
サ
イ
ク
ル
の
拡

大
を
実
現
し
ま
し
た
。
特
に
本
部
役
員
に
は

多
く
の
応
募
が
あ
り
、
ま
た
、
改
称
し
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
販
売
は
企
画
と
運
営
を

全
て
行
う
な
ど
、
南
中
の
校
訓
「
自
治
」の
本

領
発
揮
で
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
卒
業
記
念
品
も
役
員

ら
で
決
め
、
主
体
的
な
活
動
に
発
展
し
て
い

ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
、
新
時
代
に
合
っ
た
南
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
会
員
が
最
も
嫌

が
っ
て
い
る
専
門
部
の
選
出
を
公
募
制
に
し

て
い
き
ま
す
。
仕
事
の
内
容
を
正
確
に
伝
え

れ
ば
、
必
ず
応
募
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
部
を
廃
止
し
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
誌
を
精
選
す
れ
ば
Ｐ
Ｔ
Ａ
事

務
局
で
担
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

都
会
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
不
要
論
も
出
て
い
ま
す
が
、

南
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る

理
想
の
組
織
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

九
月
一
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度

は
本
部
役
員
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
人
数

枠
以
上
の
方
が
応
募
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
南
中
の
「
自
治
」
の
精
神
の
賜

物
で
す
。
こ
れ
を
期
待
し
て
、
本
年
度
か

ら
専
門
部
に
つ
い
て
も

公
募
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
夜
に
集
ま
っ

て
く
じ
引
き
な
ど
に
よ

る
決
め
方
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

臨
時
学
校
運
営
協
議
会
が
開
催

九
月
五
日
、
保
護
者
と
地
域
の
代
表
十

人
が
集
ま
っ
て
、
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う

体
育
の
部
と
発
表
の
部
の
開
催
方
法
に
つ

い
て
、
校
長
の
提
案
を
協
議
し
、
修
正
後
、

承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、

学
校
の
運
営
を
多
方
面
の
考
え
で
方
向

付
け
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
機
構
で
、
信

頼
が
お
け
ま
す
。
今

日
ま
で
に
臨
時
を
含

め
て
三
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
学
校
支
援
協
働
本
部
「
Ｍ
Ｌ
Ｓ
」が
開

催
九
月
十
日
、
Ｍ
Ｌ
Ｓ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
学
校
が
手
不

足
で
で
き
な
い
こ
と
を
補
助
す
る
組
織
で

す
。
こ
の
日
は
、
市
民
文
化
会
館
の
ド
ア

係
、
一
年
生
に
職
業
講
話
を
す
る
職
人
、

読
み
聞
か
せ
に
つ
い
て
調
整
し
ま
し
た
。

職
人
に
つ
い
て
は
、
大
工
、
和
菓
子
、
パ

テ
ィ
シ
エ
な
ど
の
候
補
が
あ
が
り
ま
し
た
。

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果

三
島
南
中
の
平
均
正
答
率
は
、
国
語
は

全
国
や
県
よ
り
も
高
く
、
数
学
は
全
国
や

県
よ
り
も
極
め
て
高
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

国
語
は
、
文
脈
に
お
け
る
語
句
の
意
味
を

理
解
す
る
項
目
に
お
い
て
、
話
す
、
聞
く
、

書
く
、
読
む
能
力
が
、
全
国
や
県
の
正
答
率

よ
り
10
％
以
上
高
い
と
い
う
優
秀
な
結
果

で
し
た
。
反
対
に
、
文
章
に
表
れ
て
い
る
も

の
の
見
方
や
考
え
方
を
捉
え
て
自
分
の
考

え
を
も
つ
項
目
に
お
い
て
は
、
読
む
能
力
が

少
し
低
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

数
学
は
、
相
対
度
数
の
必
要
性
と
意
味
の

理
解
、
錯
角
が
等
し
く
な
る
た
め
の
２
直

線
の
位
置
関
係
の
理
解
、
四
角
形
が
平
行

四
辺
形
に
な
る
こ
と
の
理
由
の
説
明
の
３
つ

の
項
目
に
お
い
て
、
数
量
や
図
形
な
ど
の
知

識
、
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
の
能
力
が
、

全
国
や
県
の
正
答
率
よ
り
10
～
20
％
高
く
、

極
め
て
優
秀
な
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
全
国

や
県
を
下
回
る
項
目
が
、
一
切
な
い
と
い
う

素
晴
ら
し
い
結
果
で
し
た
。

生
徒
質
問
紙
に
つ
い
て
は
、
「タ
ブ
レ
ッ
ト

を
授
業
で
使
っ
て
い
る
」が
全
国
よ
り
も

20
％
高
く
、
「自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ

る
」「タ
ブ
レ
ッ
ト
で
意
見
交
換
し
て
い
る
」

「総
合
学
習
で
探
究
活
動
を
し
て
い
る
」「道

徳
で
班
で
話
し
合
っ
て
い
る
」が
、
そ
れ
ぞ

れ
全
国
よ
り
10
％
高
い
で
す
。

一
方
、
「学
校
に
行
く
の
が
楽
し
い
」「自

分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
を
き
ち
ん
と
話
す
」

「友
達
と
協
力
す
る
の
は
楽
し
い
」「自
分
で

考
え
、
自
分
か
ら
取
り
組
ん
だ
」な
ど
の
項

目
が
、
全
国
よ
り
も
少
し
低
い
で
す
。

総
論
と
し
て
は
、
国
語
と
数
学
と
も
優
秀

な
結
果
で
、
授
業
や
家
庭
で
の
学
習
の
努

力
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
質
問
紙

か
ら
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
語
で
「自
分
の
考
え

を
持
つ
」、
数
学
で
「数
学
が
好
き
」の
割
合

が
、
全
国
や
県
に
比
べ
て
低
い
こ
と
か
ら
、

「活
用
力
」や
「主
体
性
」に
課
題
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
生
活
質
問
紙

で
も
「能
動
的
な
活
動
」「コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
」に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

よ
っ
て
、
現
在
、
三
島
南
中
が
指
定
研
究

校
と
し
て
目
指
し
て
い
る
「主
体
性
の
育

成
」は
正
し
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
新
時
代

教
育
に
よ
っ
て
解
消
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

杉
山
小
夏

東
部
六
位

県
大
会
出
場

板
屋

拓

市
内
大
会
入
賞

十
月
の
主
な
行
事

５
日

ひ
い
ら
ぎ
祭

発
表
の
部

生
徒
の
み

８
日

三
年
生

定
期
テ
ス
ト

９
日

三
島
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
指
導
者
研
修
会

11
日

二
学
期
始
業
式

12
～
15
日

面
談

19
日

授
業
午
前
中

市
内
教
員
一
斉
研
修

21
日

三
年
生

高
校
説
明
会

21
日

二
年
生

ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ

25
日
～
11
月
8
日

「魚
の
世
界
」標
本
展
示

26
日

ひ
い
ら
ぎ
祭
「リ
レ
ー
＆
長
縄
大
会
」

十
一
月
の
主
な
行
事

12
日

一
年
生

薬
学
講
座

12
～
17
日

テ
ス
ト
前
部
活
動
停
止

17
日

定
期
テ
ス
ト

26
日

授
業
参
観
日

分
散
方
法

26
日

三
年
生

進
路
説
明
会

26
日

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
「お
や
な
み
Ｆ
Ｍ
］

30
日

三
年
生

県
下
一
斉
学
力
診
断
調
査

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
方

は
、
遠
慮
な
く
教
頭
「皆
川
」ま
で
御
連
絡

く
だ
さ
い
。
電
話
番
号

９
７
５

０
９
８
０

ス
マ
ホ
で

ブ
ロ
グ
を

閲
覧
し
よ
う


